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測定年月日：令和2年12月 8日（火） 単位：dB

地点 昼　　間

No. 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時

1 54.3 54.8 56.2 58.5 58.8 58.2 57.0 58.6 59.7 57.7 58.1 55.7 53.3 54.1 50.3 50.5 57

2 53.9 54.6 55.8 56.5 56.9 55.8 55.1 55.5 56.0 57.4 54.7 53.7 53.5 53.5 53.0 52.8 55
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資料５－１ 環境騒音現地調査結果 

［本編 p.180 参照］ 

 

現地調査を行った環境騒音の等価騒音レベル（LAeq）の結果は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 101 - 

資料５－２ 建設機械の稼働による騒音の予測高さ及び音源高さ 

［本編 p.182,183 参照］ 

 

予測時期である工事着工後 49 ヶ月目は、上流側ではボックスカルバートの設置工事が、

下流側ではプレロード盛土工事が主体である。このため、上流側の建設機械はボックスカ

ルバートの底面高さに、下流側の建設機械は盛土地盤面に配置した。 

 

[上流側] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[下流側] 
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資料５－３ 建設機械の稼働に伴う騒音の予測手法 

［本編 p.182 参照］ 

 

建設機械の稼働による騒音の予測は、半自由空間における点音源の伝搬理論式をもとに、

個々の騒音発生源（建設機械）からの騒音レベルを受音点で合成する方法とした。これら

の式は、いずれも地面からの反射音の影響を考慮したものである。 

 

LA＝LwA－20log10r－8＋ΔLd 

 

LA ： 予測地点での建設機械の騒音レベル（dB(A)） 

LwA ： 騒音発生源（建設機械）のパワーレベル（dB(A)） 

r ： 音源から受音点までの距離（ｍ） 

ΔLd ： 回折減衰による補正量（dB） 

 

騒音の伝搬経路上に仮囲い等の遮蔽物がある場合、その遮蔽物による回折減衰の補正量

ΔLd は次式により求めた。 

-10・log10δ-18.4          δ≧1 

ΔLd =   -5±15.2・sinh-1(δ0.42)    -0.073≦δ＜1 

0                        δ<-0.073 

δ  ： 音源、回析点及び予測点の幾何学的配置から決まる行路差（ｍ） 

 

なお、回析減衰量の式中の±符号は、δ<0（受音点から音源を見通すことが

できる）の場合に正(+)、δ≧0（受音点から音源を見通すことができない）の

場合に負(-)とする。 

 

 また、建設機械は複数稼働しているため、予測地点の騒音レベルは次式により合成した。 

                       ｎ   LAi/10 
LG＝10log10Σ10 

                      ｉ＝１ 

LG ： 予測地点での合成騒音レベル（dB(A)） 

LAi(i=1～n) ： 予測地点での各建設機械の騒音レベル（dB(A)） 
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資料５－４ 事業予定地の最も近い学校における騒音の予測結果 

［本編 p.187 参照］ 

 

１．検討対象：大同大学大同高等学校 

 

 

２．建設作業騒音レベルの予測結果 

建設機械の稼働による騒音レベルの予測結果は、表 5-4-1 に示すとおりである。 

 

表 5-4-1 建設機械の稼働による騒音レベル 

予測地点 予測結果 
評価基準 

[学校環境衛生基準] 

大同大学大同高等学校 54dB 55dB以下 

 

３．評価 

予測結果によると、大同大学大同高等学校の敷地境界上における建設機械の稼働による

騒音レベルの最大値は 54dB(A)であり、「学校保健安全法」に基づく学校環境衛生基準を満

足する。 
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資料５－５ 調査場所の道路断面 

［本編 p.191 参照］ 

 

No.1 断面 

 

No.2 断面 

 



 

- 105 - 

資料３－７ 自動車交通量（２車種分類） 

［本編 p.●参照］ 

 

 

No.3 断面 

 

No.4 断面 
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測定年月日：令和2年12月 8日（火） 単位：dB

地点 昼　　間

No. 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時

1 64.1 65.6 64.8 63.9 64.3 64.3 63.0 62.9 63.8 63.5 64.5 65.8 64.4 63.4 62.0 60.7 64 (64.0)

2 73.9 72.5 73.8 74.3 73.6 73.9 74.0 73.6 73.3 72.6 72.1 72.1 71.4 71.4 70.9 70.3 73 (72.9)

3 64.0 66.0 64.9 67.0 68.9 67.0 64.4 65.7 68.1 67.2 67.3 67.5 66.5 61.9 59.7 58.8 66 (66.0)

4 57.9 61.1 61.8 61.5 61.7 60.9 60.7 61.8 62.0 62.9 65.1 66.4 64.8 61.1 60.1 57.0 62 (62.3)
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資料５－６ 道路交通騒音現地調査結果 

［本編 p.191 参照］ 

 

現地調査を行った道路交通騒音の等価騒音レベル（LAeq）の結果は、以下に示すとおりで

ある。 
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資料５－７ 工事関係車両の走行による騒音の予測手法 

［本編 p.196 参照］ 

 

予測式は以下に示すとおりである。 

 

LpA＝LWA－8－20log10r＋ΔLd＋ΔLg 

 

LpA ： A特性音圧レベル（dB） 

LWA ： 自動車走行騒音のA特性パワーレベル（dB） 

No.2（都市高速道路）以外については、自動車が加減速を繰り

返しながら走行していたことから、非定常走行区間のパワー

レベル式を用いた。 

LWA＝90.0＋10log10V：大型車 

LWA＝87.1＋10log10V：中型車 

LWA＝82.3＋10log10V：小型車 

LWA＝85.2＋10log10V：二輪車 

（V：平均走行速度（km/時） 

No.2（都市高速道路）については、自動車専用道路であるこ

とから、次のパワーレベル式を用いた。 

LWA＝54.4＋30log10V：大型車 

LWA＝51.4＋30log10V：中型車 

LWA＝45.8＋30log10V：小型車 

LWA＝49.6＋30log10V：二輪車 

（V：平均走行速度（㎞/時）） 

r ： 音源から受音点（予測地点）までの距離（ｍ） 

ΔLd ： 回折効果による補正値（dB） 

No.2については、壁高欄、遮音壁等があることから、前川の

回折計算チャートと自動車走行騒音の周波数特性から求めら

れた次式を用いた。 

Ld＝ －20－10 log10(Cspecδ)      Cspecδ≧1 

Ld＝ －5－17.0sinh-1(Cspecδ)0.415    0≦Cspecδ＜1 

Ld＝ min[0,－5＋17.0sinh-1(Cspec｜δ｜)0.415] 

                    Cspecδ＜0 

δ  ：点音源、回折点及び予測点に関する回折経路

差（ｍ） 

Cspec：係数（ここでは密粒舗装の0.85を用いた。） 

ΔLg ： 地表面効果による補正値（dB） 

地表面はアスファルトまたはコンクリートであることから、

ここでは0とした。 
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 また、No.2 については、平面道路の上に高架道路が併設されていることから、高架構造

物音及び高架裏面反射音を考慮した。 

 高架構造物音の予測式は、以下に示すとおりである。 

 

LpA,str＝LWA,STR－8－20log10ｒ＋ΔLdif 

 

LpA,str ： 高架構造物音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LWA,str ： 仮想点音源のＡ特性パワーレベル（dB） 

 予測地点における高架道路は、コンクリート床版鋼箱桁橋と

し、次のパワーレベル式を用いた。 

LWA,str＝35.5＋30log10V 

r ： 仮想点音源から受音点（予測地点）までの距離（ｍ） 

ΔLdif ： 高架構造物音に関する回折補正量（dB） 

Ldif＝ －20－10 log10(Cspecδ)      Cspecδ≧1 

Ldif＝ －5－17.0sinh-1(Cspecδ)0.415   0≦Cspecδ＜1 

Ldif   min[0,－5＋17.0sinh-1(Cspec｜δ｜)0.415] 

                    Cspecδ＜0 

（Cspec：係数（＝0.60）） 

 

 高架裏面反射音の予測式は、以下に示すとおりである。 

 

LpA＝10log10（10Lpa,0/10＋10Lpa,1/10＋10Lpa,2/10＋10Lpa,3/10） 

LpA,0 ： 直接音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LpA,1 ： 高架裏面反射音のＡ特性音圧レベル（dB） 

LpA,2、LpA,3 ： 裏面地面反射音のＡ特性音圧レベル（dB） 

  
LpA,i＝LWA－8－20log10ri＋ΔLdif,sb,i＋ΔLrefl,slit,i 

＋ΔLabs 

  

ΔLdif,sb,i ：i番目の鏡像音源についての遮音壁

に対する回折補正量（dB） 

ΔLrefl,slit,i：i番目の鏡像音源についてのスリッ

ト法による反射補正量（dB） 

ΔLabs   ：高架裏面が吸音性の場合における吸

音に関する補正量（dB） 

       予測地点における高架道路には、

裏面吸音板はないことから、ここ

では0とした。 
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各車線・車種毎に算出されたＡ特性単発騒音暴露レベルは、次式により等価騒音レベル

（LAeq）へ換算した。 

 

LAeq(n)＝LAE＋10log10（N/T） 

 

LAeq(n) ： 等価騒音レベル（dB） 

LAE ： Ａ特性単発騒音暴露レベル（dB） 

           k 

LAE＝10log10{(1/To)∑10LPA,i/10・Δti} 

          i=1 

 

To ：基準時間（＝1（ｓ）） 

k ：音源数 

LPA,i ：Ａ特性音圧レベル（dB） 

Δti ：Δdi／V 

（Δdi：音源の配置間隔（ｍ）） 

N ： 各車線の時間交通量（台/時） 

T ： 3600（ｓ） 

 

前述の式により換算された各等価騒音レベル（LAeq）の合成は、次式により行った。 

                      s     
LAeq＝10log10{∑10(LAeq(n)/10)} 

                        n=1 

LAeq ： 合成された等価騒音レベル（dB） 

s ： 合成する等価騒音レベルの総数 

LAeq(n) ： ｎ番目の等価騒音レベル（dB） 
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資料５－８ 予測場所の道路断面 

［本編 p.197,198,211 参照］ 

 

No.2 断面（密粒舗装） 

 

No.4 断面（密粒舗装） 
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資料５－９ 工事関係車両の走行による騒音及び振動の予測に用いた時間交通量 

［本編 p.197,211 参照］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No.2 単位：台/時

平面部 都市高速部 合計 平面部 都市高速部 合計

a b Ａ＝a＋b Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ a b Ａ＝a＋b Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ

16時間交通量 2,318 2,766 5,084 166 2,484 776 0 776 6,177 12,024 18,201 2 6,179 136 0 136

06:00～07:00 121 164 285 0 121 39 0 39 630 370 1,000 0 630 14 0 14

07:00～08:00 114 129 243 0 114 28 0 28 510 678 1,188 0 510 12 0 12

08:00～09:00 167 262 429 0 167 64 0 64 419 800 1,219 2 421 8 0 8

09:00～10:00 245 156 401 21 266 96 0 96 323 741 1,064 0 323 5 0 5

10:00～11:00 249 315 564 21 270 81 0 81 258 548 806 0 258 4 0 4

11:00～12:00 209 232 441 21 230 52 0 52 298 597 895 0 298 4 0 4

12:00～13:00 194 250 444 19 213 93 0 93 306 598 904 0 306 7 0 7

13:00～14:00 225 232 457 21 246 90 0 90 332 701 1,033 0 332 4 0 4

14:00～15:00 229 189 418 21 250 61 0 61 317 878 1,195 0 317 11 0 11

15:00～16:00 159 244 403 21 180 44 0 44 259 1,027 1,286 0 259 10 0 10

16:00～17:00 120 231 351 21 141 48 0 48 341 1,320 1,661 0 341 9 0 9

17:00～18:00 74 129 203 0 74 37 0 37 372 1,692 2,064 0 372 12 0 12

18:00～19:00 84 83 167 0 84 17 0 17 238 1,040 1,278 0 238 11 0 11

19:00～20:00 58 83 141 0 58 11 0 11 792 492 1,284 0 792 13 0 13

20:00～21:00 33 35 68 0 33 5 0 5 472 353 825 0 472 7 0 7

21:00～22:00 37 32 69 0 37 10 0 10 310 189 499 0 310 5 0 5

合　　計 2,318 2,766 5,084 166 2,484 776 0 776 6,177 12,024 18,201 2 6,179 136 0 136

単位：台/時

平面部 都市高速部 合計 平面部 都市高速部 合計

a b Ａ＝a＋b Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ a b Ａ＝a＋b Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ

16時間交通量 2,841 2,835 5,676 166 3,007 797 0 797 8,077 9,758 17,835 2 8,079 190 0 190

06:00～07:00 223 156 379 0 223 56 0 56 534 713 1,247 0 534 17 0 17

07:00～08:00 154 218 372 0 154 29 0 29 592 1,366 1,958 0 592 34 0 34

08:00～09:00 220 313 533 0 220 97 0 97 527 1,151 1,678 0 527 14 0 14

09:00～10:00 278 332 610 21 299 103 0 103 351 821 1,172 0 351 3 0 3

10:00～11:00 268 302 570 21 289 65 0 65 383 685 1,068 0 383 6 0 6

11:00～12:00 334 243 577 21 355 46 0 46 334 656 990 0 334 3 0 3

12:00～13:00 280 238 518 19 299 108 0 108 387 574 961 0 387 8 0 8

13:00～14:00 180 174 354 21 201 72 0 72 366 589 955 0 366 12 0 12

14:00～15:00 274 191 465 21 295 48 0 48 350 555 905 0 350 5 0 5

15:00～16:00 230 215 445 21 251 42 0 42 426 501 927 0 426 5 0 5

16:00～17:00 130 142 272 21 151 53 0 53 618 502 1,120 0 618 20 0 20

17:00～18:00 76 90 166 0 76 35 0 35 781 527 1,308 2 783 13 0 13

18:00～19:00 66 65 131 0 66 10 0 10 832 432 1,264 0 832 21 0 21

19:00～20:00 43 68 111 0 43 11 0 11 848 301 1,149 0 848 18 0 18

20:00～21:00 29 48 77 0 29 20 0 20 411 220 631 0 411 9 0 9

21:00～22:00 56 40 96 0 56 2 0 2 337 165 502 0 337 2 0 2

合　　計 2,841 2,835 5,676 166 3,007 797 0 797 8,077 9,758 17,835 2 8,079 190 0 190

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背景交通量 工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背景交通量 工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

　　　項　目

時間帯

南　　　　　行　　　　　き

大型車 中型車 小型車 二輪車

　　　項　目

時間帯

北　　　　　行　　　　　き

大型車 中型車 小型車 二輪車

工事中
交通量

背景交通量 工　　事
関係車両

背景交通量 工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

a＋b a＋b a＋b a＋Ｂ a＋Ｂ

a＋Ｂ a＋Ｂ
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No.4 単位：台/時

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ

16時間交通量 17 78 95 74 0 74 1,749 1 1,750 54 0 54

06:00～07:00 0 0 0 1 0 1 32 0 32 0 0 0

07:00～08:00 0 0 0 3 0 3 61 0 61 2 0 2

08:00～09:00 2 0 2 5 0 5 81 1 82 1 0 1

09:00～10:00 2 10 12 10 0 10 83 0 83 3 0 3

10:00～11:00 2 10 12 8 0 8 88 0 88 3 0 3

11:00～12:00 0 10 10 9 0 9 75 0 75 4 0 4

12:00～13:00 1 8 9 2 0 2 96 0 96 2 0 2

13:00～14:00 4 10 14 5 0 5 79 0 79 3 0 3

14:00～15:00 4 10 14 6 0 6 104 0 104 2 0 2

15:00～16:00 2 10 12 10 0 10 109 0 109 3 0 3

16:00～17:00 0 10 10 9 0 9 215 0 215 4 0 4

17:00～18:00 0 0 0 2 0 2 325 0 325 14 0 14

18:00～19:00 0 0 0 3 0 3 215 0 215 6 0 6

19:00～20:00 0 0 0 1 0 1 97 0 97 4 0 4

20:00～21:00 0 0 0 0 0 0 57 0 57 3 0 3

21:00～22:00 0 0 0 0 0 0 32 0 32 0 0 0

合　　計 17 78 95 74 0 74 1,749 1 1,750 54 0 54

単位：台/時

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

背　景
交通量

工　　事
関係車両

工事中
交通量

Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ａ＋Ｂ

16時間交通量 13 78 91 13 0 13 128 1 129 7 0 7

06:00～07:00 0 0 0 0 0 0 5 0 5 1 0 1

07:00～08:00 0 0 0 0 0 0 10 0 10 3 0 3

08:00～09:00 2 0 2 1 0 1 12 0 12 0 0 0

09:00～10:00 1 10 11 3 0 3 13 0 13 0 0 0

10:00～11:00 2 10 12 3 0 3 15 0 15 1 0 1

11:00～12:00 1 10 11 0 0 0 8 0 8 0 0 0

12:00～13:00 0 8 8 0 0 0 7 0 7 0 0 0

13:00～14:00 3 10 13 0 0 0 8 0 8 0 0 0

14:00～15:00 2 10 12 1 0 1 5 0 5 0 0 0

15:00～16:00 2 10 12 4 0 4 12 0 12 1 0 1

16:00～17:00 0 10 10 0 0 0 8 0 8 1 0 1

17:00～18:00 0 0 0 0 0 0 8 1 9 0 0 0

18:00～19:00 0 0 0 1 0 1 4 0 4 0 0 0

19:00～20:00 0 0 0 0 0 0 6 0 6 0 0 0

20:00～21:00 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0

21:00～22:00 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0

合　　計 13 78 91 13 0 13 128 1 129 7 0 7

　　　項　目

時間帯

南　　　　　行　　　　　き

大型車 中型車 小型車 二輪車

　　　項　目

時間帯

北　　　　　行　　　　　き

大型車 中型車 小型車 二輪車
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［No.2］ 単位：dB

現況実測値 背景予測計算値 工事中予測計算値 工事中増加分 工事中予測値

A B C C-B A+(C-B)

 6:00 ～  7:00 73.9 73.6 73.6 0.0 73.9

 7:00 ～  8:00 72.5 72.9 72.9 0.0 72.5

 8:00 ～  9:00 73.8 73.9 73.9 0.0 73.8

 9:00 ～ 10:00 74.3 74.8 75.0 0.2 74.5

10:00 ～ 11:00 73.6 74.6 74.8 0.2 73.8

11:00 ～ 12:00 73.9 74.3 74.5 0.2 74.1

12:00 ～ 13:00 74.0 74.3 74.6 0.3 74.3

13:00 ～ 14:00 73.6 74.2 74.5 0.3 73.9

14:00 ～ 15:00 73.3 74.4 74.6 0.2 73.5

15:00 ～ 16:00 72.6 73.2 73.6 0.4 73.0

16:00 ～ 17:00 72.1 72.7 73.1 0.4 72.5

17:00 ～ 18:00 72.1 71.7 71.7 0.0 72.1

18:00 ～ 19:00 71.4 71.2 71.2 0.0 71.4

19:00 ～ 20:00 71.4 72.2 72.2 0.0 71.4

20:00 ～ 21:00 70.9 69.9 69.9 0.0 70.9

21:00 ～ 22:00 70.3 69.3 69.3 0.0 70.3

73 73 73 0 73

(72.9 ) (73.2 ) (73.4 ) (0.2 ) (73.1 )

注)1:工事関係車両の走行時間は8時～18時である。

注)2:上記の数値は、道路端のうち背景予測値から工事中予測値への増加分が多い方の数値を示す。

注)3:現況実測値は、両道路端とも同じとした。

注)4:（ ）内の数値は、端数処理前の数値を示す。

時　間　帯

昼間

［No.4］ 単位：dB

現況実測値 背景予測計算値 工事中予測計算値 工事中増加分 工事中予測値

A B C C-B A+(C-B)

 6:00 ～  7:00 57.9 56.2 56.2 0.0 57.9

 7:00 ～  8:00 61.1 59.5 59.5 0.0 61.1

 8:00 ～  9:00 61.8 61.4 61.4 0.0 61.8

 9:00 ～ 10:00 61.5 62.0 64.7 2.7 64.2

10:00 ～ 11:00 61.7 62.3 64.9 2.6 64.3

11:00 ～ 12:00 60.9 60.7 64.1 3.4 64.3

12:00 ～ 13:00 60.7 60.4 63.4 3.0 63.7

13:00 ～ 14:00 61.8 61.7 64.6 2.9 64.7

14:00 ～ 15:00 62.0 62.1 64.8 2.7 64.7

15:00 ～ 16:00 62.9 62.9 65.2 2.3 65.2

16:00 ～ 17:00 65.1 63.8 65.8 2.0 67.1

17:00 ～ 18:00 66.4 65.2 65.2 0.0 66.4

18:00 ～ 19:00 64.8 63.4 63.4 0.0 64.8

19:00 ～ 20:00 61.1 60.2 60.2 0.0 61.1

20:00 ～ 21:00 60.1 57.9 57.9 0.0 60.1

21:00 ～ 22:00 57.0 55.2 55.2 0.0 57.0

62 62 63 2 64

(62.3 ) (61.6 ) (63.3 ) (1.7 ) (64.0 )

注)1:工事関係車両の走行時間は8時～18時である。

注)2:上記の数値は、道路端のうち背景予測値から工事中予測値への増加分が多い方の数値を示す。

注)3:現況実測値は、両道路端とも同じとした。

注)4:（ ）内の数値は、端数処理前の数値を示す。

昼間

時　間　帯

資料５－１０ 道路交通騒音の等価騒音レベルの時間別予測結果 

［本編 p.199 参照］ 
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90

100

110

120

130

140

150

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 79 81 83 85 87 89 91 93 95 97 99 101 103 105 107 109 111 113 115 117 119

合
成
騒
音

レ
ベ
ル

（
dB

(A
)）

工事着工後月数（ヶ月目）

騒 音

期間内ピーク月（工事着工後31ヶ月目）

上流部プレロード盛土工期間（工事着工後30～34ヶ月目）

資料５－１１ 住居側の建設機械稼働高さが堤防と同程度になる時期の騒音予測結果 

［本編 p.187 参照］ 

 

１．目  的 

住居が存在する大江川上流部において、建設機械が堤防と同程度の高さで稼働する時期

の騒音レベルを把握する。 

 

２．予測対象時期 

大江川上流部（東港線以東）においてプレロード盛土を実施する時期の内、騒音レベル

が最大となる工事着工後 31 ヶ月目とした。（図 5-11-1 参照） 

予測対象時期に該当する工事内容は、表 5-11-1 に示すとおりである。 

 

表 5-11-1 予測対象時期における工事内容 

工 事 内 容 

左岸側工事 地盤改良工、応力遮断工、プレロード盛土・圧密沈下 

 

 

 

 

 

 

図 5-11-1 建設機械の稼働による合成騒音レベル 

 

３．建設機械の配置 

建設機械の配置は、図 5-11-2 に示すとおりである。 

住居側への影響を低減するため、図 5-11-2 に示す上流左岸部の施工区域境界付近（パラ

ペット天端上）に高さ 1.5ｍの遮音壁を設置した。 

建設機械の音源の高さは、予測時期である工事着工後 31 ヶ月目の施工状況に応じ、上流

側は盛土地盤面＋1.5ｍに、下流側は工事地盤面＋1.5ｍに設定した。（図 5-11-3 参照） 
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[上流側] 

 

 

 

 

 

 

 

注）遮音壁については記載を省略しました。 

 

[下流側] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-11-3 建設機械の稼働による騒音の予測高さ及び音源高さ 
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４．建設機械のＡ特性パワーレベル 

建設機械のＡ特性パワーレベルは、表 5-11-2 に示すとおりに設定した。 

 

表 5-11-2 主要な建設機械のＡ特性パワーレベル及び稼働台数 

 

 

 

 

 

  

 

 

注)1:表中の№は、図 5-11-2 に示す建設機械の番号と対応する。 

注)2:予測は、騒音非対策型の建設機械の原単位で計算を行った。 

出典 1)「建設工事に伴う騒音・振動の分析結果」 

(東京都土木技術支援・人材育成センター年報，平成 22 年) 

出典出典 2)「建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック（第 3 版）」 

（社団法人 日本建設機械化協会，平成 13 年） 

出典出典 

 

 

A特性
ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ

稼働台数

(dB(A)) (台/時)

① ラフテレーンクレーン 20t吊又は50t吊 104 6 1

② ブルドーザ 16t級 105 2 2

③ 発動発電機 150KVA 102 12 2

④ バックホウ 0.45m3 106 2 2

⑤ 施工機 機械質量25.5～26.4t 106 3 2

⑥ 空気圧縮機 11m3/分 105 5 2

⑦ 振動ローラ 0.8～1.1t 101 2 2

⑧ ダンプトラック 10t積 105 10 2

No. 建　設　機　械　名 規　　格 出典
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図 5-11-2(1) 建設機械の配置図（下流側） 
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図 5-11-2(2) 建設機械の配置図（上流側） 

（H:1.5m） 
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５．予測結果 

(1) 敷地境界 

施工区域の境界上における高さ別の最大値は表 5-11-3 及び図 5-11-3 に示すとおりであ

り、「名古屋市環境保全条例」に基づく特定建設作業に伴う騒音の規制に関する基準値を下

回る。 

 

表 5-11-3 建設機械の稼働による時間率騒音レベル（LA5）の最大値 

単位：dB(A) 

地上高（ｍ） 最大値（施工区域境界上） 規制基準 

7.2 73 

85 4.2 73 

1.2 72 

注)1:規制基準とは、「騒音規制法」及び「名古屋市環境保全条例」に基づく

特定建設作業に伴う騒音の規制に関する基準値をいう。 

注)2:予測場所には騒音規制法が適用されない工業専用地域が含まれるが、

数値は、施工区域外側での最大値を示す。 

注)3:地上高4.2ｍは住居2階相当、地上高7.2ｍは住居3階相当高さに該当す

る。 

注)4:最大値は、遮音壁（H:1.5m）設置後の予測結果である。 

 

(2) 事業予定地に最も近い学校 

大同大学大同高等学校の敷地境界上における建設機械の稼働による騒音レベルの最大値

は表 5-11-4 に示すとおりであり、「学校保健安全法」に基づく学校環境衛生基準以下とな

る。（事業予定地と大同大学大同高等学校の位置関係は、資料５－４（資料編 p.103）参照） 

 

表 5-11-4 建設機械の稼働による騒音レベル 

予測地点 予測結果 
評価基準 

[学校環境衛生基準] 

大同大学大同高等学校 55dB（54.7） 55dB以下 
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図 5-11-3 建設機械の稼働による騒音レベルの予測結果 


